
重力式防波堤６

システム概要 システムの機能
●本システムは港湾基準・漁港基準に準拠
し、重力式防波堤の滑動、転倒、地盤支
持力の検討を行います。

●検討方法として、部分係数法(H30港湾
基準、H19港湾基準) 、安全率法に対応
しています。

●計算結果は報告書形式で印刷されますの
でそのまま報告書として利用できます。

●Windows対応ですから、初心者でも操
作が簡単にマスターできます。インス
トールやアンインストールも容易に行え

ます。

①最大４潮位の検討ができ、１潮位につき、
以下の6パターンの検討ができます。
・波圧時-波の山/波の谷が作用する場合

・地震時-港外側/港内側から作用する場合
・津波時-押し波/引き波が作用する場合

②波圧式として以下のものを用意しています。

〔港湾基準〕
・合田式

・上部斜面堤に作用する波力
（細山田式、森平式、佐藤式）

・消波ブロックで十分に被覆された傾斜堤

上部工に働く波力（谷本・小島式）
・消波工不完全被覆時の波力

〔漁港基準2015年〕

・合田式（λ0考慮）

〔津波式〕
・谷本式、修正谷本式、谷本式(消波被覆)

・静水圧差式
・水工研式

他に、漁港基準2003年版以前の重複波、

砕波などの波圧式も用意しています。

③波力、揚圧力の計算を行わず、任意の強度
設定が可能です。

④時刻歴水位データをもとに津波時の連続計

算を行い、滑動・転倒の安全率が最も厳し
くなるケースを検索できます。

⑤ケーソン、セルラー、直立消波ブロック、

矩形・任意形状ブロックなどを自由に組み
合わせて計算できます。また、ケーソン、
セルラーは中詰め材の指定も可能です。

⑥方塊式や直立消波ブロック式など複数レベ
ルの滑動・転倒の検討ができます。

⑦腹付工を考慮した滑動の検討（H30港湾

基準） ができます。また、偏心傾斜荷重
検討用の外力計算ができます。

⑧ 暫定裏込時の検討ができます。

(H19港湾基準３種類、漁港基準１種類)

⑨ セルラー中詰材の抜け出しの検討ができ
ます。また、ケーソン浮遊時の安定計算が

できます。

⑩ 直立消波ブロックは、各メーカーのカタ
ログ値（層別体積、重心Ｘ）を使用した計

算ができます。

⑪ 支持地盤は、砂質土・粘性土・ＳＣＰ地
盤・岩盤などのタイプが指定でき、複数断

面の検討ができます。

⑫ 基礎捨石の直線すべりの検討ができます。

⑬ 偏心傾斜荷重の検討(Bishop)用の載荷重、

載荷幅、水平力を計算できます。計算した
載荷重等は、弊社「斜面安定検討6」シス
テムとのデータ連携が可能です。

⑭ケーソン細部設計用の限界状態時(終局/使
用/疲労)外力を計算できます。計算した外
力は、弊社「ケーソン細部設計2」システ

ムとのデータ連携が可能です

⑮グラウンドアンカーを考慮した検討ができ
ます。

港湾設計業務シリーズ

※本商品の画面構成･機能等は改良のため予告なく変更することがございます。あらかじめご了承ください。
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お問い合わせは弊社または下記販売店へ

〒730-0833  広島市中区江波本町4-22

TEL（082）293-1231 FAX（082）292-0752

http://www.aec-soft.co.jp mail：info@aec-soft.co.jp
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